
   普段わたしたちが「あおさ」と呼んでみそ汁に⼊れて⾷べて

   いるのは、本当は「ヒトエグサ」という名前の海藻です。

   浜辺でよくひらひらした海藻を⾒かけませんか。

   在来種でありながら、異常発⽣により他の⽣き物の⽣態系を

   脅かすとして問題になっているのが「アオサ」です。   

アオサの問題

中村貴富さん

福岡市の能古島で漁協の会⻑を務める。

博多湾ブランド「能古アサリ」復活の為

保全活動をしていたが

平成22年からは牡蠣養殖を始め

博多湾ブランド「万葉牡蠣」を⽴ち上げた。

これからの漁業について真剣に考え

アオサの堆肥などの環境課題解決にも取り組んでいる。

⼭下浩典さん

福岡県⽷島市で

わかめやひじきなど海藻の加⼯販売を⾏う。

海藻の可能性を⽇々模索し

少しでも地域貢献できないか様々なことにチャレンジしている。

TOI�TOI（トワトワ）の代表として

「新しい視点での商品開発」や「ビーチクリーン活動」など

携わる海をより良くしようと⽇々活動している。

海を良くしたいと願う

漁師と⽔産加⼯者の対談

中村 お仕事は何されてるんですか？

⼭下 ⽷島でわかめやひじきなど海藻の加⼯販売をしています。

   中村さんは能古島の漁師ですよね。

   普段何を取られてるんですか？

中村 うちでは季節にもよるけど

   スズキやイカ、サザエ、アワビ、カキ等々ですね

⼭下 最近海の環境が悪くなって⼤変じゃないですか？

����������⾃分が今回ふりかけのアオサ加⼯に参加したのも

   アオサの⼤量発⽣を知って、

   ⾃分たちで何かできることはないかと思ったのが

   きっかけなんですよね。

中村 そうなんですよ！

   網やかごに⿂よりアオサが⼊って

   外すのがめちゃくちゃ⼤変です。

   しかも海底で腐って

   アサリなんかが死んでしまうだけではなくて、�

   それが海岸に打ちあがってきて異臭がひどくて。 

⼭下 ⼤変ですね...

   今回のふりかけをきっかけとして

   消費していければいいですね。

   たとえばアカモクのように邪魔者扱いされてたものが

   資源になるというのはよくあることですし。

   アオサの魅⼒を伝えていければいいなと思います。

中村 そうですね。 

   そして⼈と⿂、海藻等が共存共栄していって欲しい。

   息⼦たちが漁業で⽣計を⽴てれる海にしたい。

⼭下 海は広いしひとりじゃコントロールすることは

   不可能かもしれないけど、

   やらないよりは⾃分ができることを少しずつしながら

   いろんな⼈にそういう影響を与えられたらと思います。

中村 それぞれ畑は違うかもしれないけど、

   協⼒してきれいな海にしていきましょう。


